平成２７年度
第１回総合教育会議
                                 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
日　時　　平成２８年２月２４日（水）　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　午後３時００分開会　　
場　所　　国富町役場　第１会議室　　　　
　　　　　　　　　　　　

国富町教育委員会

◇出席者　【町長部局】
国富町長　河野利美　　副町長　中別府尚文　　総務課長　日高利夫
企画政策課長　横山秀樹　　財政課長　横山幸寿　　
　　
　　　　　【教育委員会部局】
　　　　　　教育委員長　木下正明　　教育委員　小田佳代・二上由美・丸山隆一　　
　　　　　　教育総務課長　井戸川行利　　社会教育課長　瀬尾孝徳
　　　　　　学校給食共同調理場主幹兼係長　和田浩繁
　　　　　　教育総務課長補佐　米良孝登志　　教育総務課主幹兼係長　横山香代
◇会議内容
◆町長あいさつ

法の改正に伴い、地方公共団体の長がその地域の実情に応じ、教育、学術及び文化の振興に関する総合的な施策の大綱を定めることとなっていますが、教育部門は教育委員会にまかせており、今後ともいままでどおりの体制でお願いしたいと考えています。次年度は予算編成の前に総合教育会議を開催し情報交換を図っていきたいと考えます。
◆教育委員長あいさつ
子どもを取り巻く環境は、児童生徒が被害者と成り得る事件・事故、あるいは虐待やいじめ、不登校と多様化し、さまざまな分野との連携が必要になってくると思います。そういう中で、教育委員会だけでなく町長部局と連携して、これらの問題の解決にあたり、議論を高めていかなければならないと考えます。これまで以上に連携を深め、総合教育会議の設置を基に町長部局と同じ方向を向いて取り組んでいきたいと思っています。
◆審議事項　　第１号議案　国富町総合教育会議設置要綱（案）について
進行（米良）　　それでは、次第に沿って進めさせていただきます。審議事項に入りたいと思い
ます。第１号議案国富町総合教育会議設置要綱（案）について、事務局より説明
いたします。
教育総務課長　　第１号議案　国富町総合教育会議設置要網（案）について説明いたします。文
部科学省発行資料「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する
法律（概要）」をご覧ください。改正の趣旨は、教育の政治的中立性、継続性・
安定性を確保しつつ、地方教育行政における責任の明確化、迅速な危機管理体制
の構築、首長との連携強化を図るとともに、地方に対する国の関与の見直しを図
るもので、制度の抜本的な改革が行われました。
今回の主な改正ポイントは①教育長②教育委員会③総合教育会議④大綱の４
つです。（各ポイントの概要説明）
このような背景のもとに新たに設置することになりました総合教育会議につ
いて、設置そのものは法に定めがありますが、運営の詳細については、この会で
決定することになっています。国富町総合教育会議設置要綱（案）をご覧くださ
い。（要綱案に基づき説明）
今回の会議で議案の承認が得られ次第、本日付けで施行する予定です。以上で
　　　　　　　第１号議案の説明を終わります。ご審議のほどをよろしくお願いします。　　
進行（米良）　　ただ今の説明に対し、ご質問はございませんか。
全員異議なしと認め、本会議の運営につきましては、国富町総合教育会議設置
　　　　　　　要綱に基づき進めさせていただきます。
◆協議事項
①国富町教育大綱について
進行（米良）　　それでは、次に協議事項に入りたいと思います。これからの進行は本会議主宰
　　　　　　　者であります河野町長にお願いいたします。

進行（町長）　　国富町教育大綱について事務局の説明をお願いします。
教育総務課長　　資料をご覧ください。概要については先ほど説明いたしましたが、今回の改正
　　　　　　　においては、地方公共団体の長に大綱の策定を義務付けることにより、地域住民
の意向をより一層反映させ、地方公共団体における教育、学術及び文化の振興に
関する施策の総合的な推進を図ることとしています。
また、市町村の教育委員会が教育基本法に規定する教育振興基本計画を定めて
　　　　　　　いる場合、総合教育会議で協議・調整し大綱に代えると判断した場合には別途大
綱を策定する必要はないとされています。
「国富町教育振興基本計画～くにとみ教育ビジョン～」は平成２５年１２月に
　　　　　　　策定しており、第五次国富町総合計画を踏まえて、今後１０年間の人づくり、教
育の方向を定めたものです。「自立」「つながり」「ふるさと」「元気」のキーワー
ドを踏まえ、施策の目標を設定し、横と縦のつながりを重視しながら、子どもた
ちを含む町民一人ひとりの自立を目指すことを目標としています。
以上のように、「国富町教育振興基本計画～くにとみ教育ビジョン～」が策定
されていることを踏まえ、国富町教育大綱を新たに策定する必要は無いと事務局
は考えておりますが、ご協議いただきますようお願いします。
進行（町長）　　異議ありませんか。
　　　　　　　　全員異議なしと認めます。よって国富町教育大綱は、教育振興基本計画をもっ
　　　　　　　て充てることとします。
②国富町の教育的課題について
進行（町長）　　それでは、「国富町の教育的課題について」に移ります。最初に事務局から「八
代小学校スクールバス通学について」協議していただきたいとの意見があります
ので、説明をお願いします。
教育総務課長　　資料をご覧ください。八代小学校スクールバス通学の要望の経過について説明
　　　　　　　いたします。八代小学校ＰＴＡ役員から、登下校時の子どもたちの安心・安全の
観点から八代小学校全区域のスクールバス通学の要望がありました。八代地区で
も不審者情報を聞くこともあり、全区域スクールバス通学になれば、児童数減少
の歯止めにも効果があるとのことでした。９月には、５月に学校で行ったアンケ
ート調査の結果や８月開催の意見交換会の意見を集約したもの、それを踏まえて
８８名の保護者から賛同を得たとする書面決議書等の資料を提出されました。
教育委員会では、この案件について１０月、１１月の定例教育委員会時に協議
し、「世代が変わり保護者の考え方が変わったのかもしれないが、統廃合の時、
北俣地区・深年地区のみスクールバス通学をすることで了解いただいた経緯を踏
まえて、当面は現行の基準を見直さなくてもいいのではないか。登下校時の安全
対策については、学校・保護者・地域が協力して見守る体制の構築に向けて取り
組んでいきたい。」との結論に至りました。
　以上、説明を終わりますので、よろしくお願いします。
進行（町長）　　意見などがありましたらお願いします。
委　員　長　　　スクールバス運行が始まった当時は保護者だけでなく地域の方々の理解もあ
　　　　　　　ったと考えています。当時携わっていただいた方々の総合理解のもと、八代地区
小学校の統廃合となったのですから、その思いは大切にしたいと考えています。
ただ、世代が変わり保護者の意見も変わってきたのであるならば、本町全地域の
児童生徒の安心安全への取組をどうすべきか、これを機会に論議していただき、
町内の全ての学校にバス通の賛否を問い、保護者の議論の場を設け、前向きに検
討していきたいと思っています。
二上委員　　　この問題について最初話を聞いたとき、スクールバスが良いものであるという
　　　　　　　ことを前提に話が進められていることが疑問であり、驚きました。歩いて行くこ
との意義は大きいと思いますし、子どもたちは歩きながら色々なことを学びます
し、自然に対することで自分たちの知恵というものも育つのだと思います。八代
小全地区をスクールバス通学にすれば地元に帰る住民が増えるという見通しを
立てておられますが、本当にそうでしょうか。地元に帰るというのは、子どもの
ことももちろんですが、仕事等それ以外の部分がかなり大きい問題なのだと思い
ます。
　　　　　　　　また、昨年、八代小学校に学校訪問に行かせていただきましたが、徒歩通学児
　　　　　　　童の方が朝生き生きしていると感じました。安全面を保護者が心配する気持ちも
分かりますので、子どもの生きる力を高めながら、安全面の対策に取組むことが
大切なのではないでしょうか。
小田委員　　　今回の八代小ＰＴＡが提出された資料の保護者の意見をみると、「子どもを送
　　　　　　　るのが大変である」など、保護者が手厚く子どもを保護しすぎているように思い
ました。確かに安全面は大切なのですが、歩いて行くことの意義は大きいと思い
ます。木脇小校区でもスクールバス通学の子どもたちは覇気がない印象を受けま
した。歩いている段階で五感が目覚め、脳や体を活性化させ、そうして授業に取
り組むという流れが形としていいのではないかと感じました。　
町　　　長　　　町コミュニティバスとの関連や、八代小校区の児童数減との関連もありますが、
　命や安全という面から考えるとスクールバスの安全面は大きく、財政面を考慮し、
コミュニティバスとスクールバスを組合わせることが出来るのであれば、少しず
つ枠を広げて行くのもいいのではという考えもあります。
副　町　長　　　町内の八代小学校以外の学校からはそのような意見は出ていないのでしょう
か。

委　員　長　　　今のところ聞いておりません。
副　町　長　　　八代小校区のある保護者からは、徒歩通学だからこそ今の子どもの姿・活躍が
　　　　　　　あるという意見も聞きました。
委　員　長　　　八代小学校児童の場合、統計を取ったところ、スクールバス通学児童と徒歩通
　　　　　　　学児童との体力面での差はあまり無いとのことでした。最終的には焦点は安心・
安全というところになるのでしょう。
副　町　長　　　町長が考えるのは、子ども達の安全を守るべきということが第一であり、色々
　　　　　　　な工夫が必要なのではというところです。
委　員　長　　　行政に頼るだけでなく、地元の子どもは地元で守るという姿勢が必要だと思い
　　　　　　　ます。区長会が先頭に立ち、支え合う精神で取り組んで行くべきではないだろうか。最終的には町長の判断するところではあると思いますが、地元で何が出来るのかを考え、朝夕の子どもの見守りなど地域の連携・団結が見えてくるのであれば、バスに頼らなくても安全への取組みはできるのではと考えています。
副　町　長　　　行政で出来ることは限られた一部のことであり、地域での取組には行政でする
　　　　　　　ことのできない部分を補完できるのではないかと考えます。行政・地域が連携して取り組む事ができれば一番よいと思います。
二上委員　　　長い目で生きる力を育てるという視点から見た時、現代の子どもたちは過保護
すぎると思います。「自分で解決する力」は、小さいことの積み上げがとても大
切であり、「忍耐力」は、長い距離を歩くことで自然に培って行くものであり、
子どもの今後の力を摘み取っているようなことになってはいけないと思います。
確かに不審者問題もあり、交通量の問題や通学路に民家が少ないという問題もあ
りますが、スクールバス以外の方法で安全対策ができればと考えます。地域の
方々の力をお借りすることで、子どもたちのコミュニケーション能力も高まるの
ではないでしょうか。
丸山委員　　　八代小学校ＰＴＡ会長も安心・安全が一番大切だとお考えだとは思いますが、
　　　　　　　周りの大人が危険を全て排除してしまうことが子どもたちにとっていいのだろうか、小学校・中学校は地元で過ごし見守られているが、高校・大学そして社会に出たときに、自分で解決できるのだろうかと不安に思います。自立の妨げになるのではと思います。暑くても寒くても歩くことこそが忍耐力に繋がり、大人になった時に見えてくるのではないでしょうか。
企画政策課長　　スクールバスの空き時間を利用してコミュニティバスの運営を行っています。　
　国富町ではかなり交通弱者（高齢者）の対応を、社会福祉協議会も行っておりま
すし、病院による送迎などもあり、コミュニティバスの利用者は少ないのが実情
です。現在４路線運営しておりますが、平成28年度はコミュニティバスを含め
た検討会である推進協議会を立ち上げたいと考えております。その中でスクール
バスも含めて町全体のことを考えていければと思います。
副　町　長　　　状況を見て、長い時間をかけて検討すべき課題だと思います。
進行（町長）　　結論が出る問題ではありませんので、今後の検討課題とします。
それでは、今後の進行を司会にお返しいたします。　　　　　　　

◆その他
○今後の計画等について
進行（米良）　　それでは、その他に入ります。今後の計画について事務局が説明いたします。

教育総務課長　　総合教育会議の目的にあるとおり児童生徒の緊急事態が発生した場合は開催
　　　　　　　しますが、それ以外は、町長の意向を汲み、１年に１回の開催調整をしていきた
いと考えています。
町　　　長　　　スクールバスの問題もですが、中期的なものについてハード・ソフト両面の問
　　　　　　　題・課題を共有して財政の許す範囲で協議しながら取組んでいきたいと考えてい
　　　　　　　ます。学校が存在する以上は建替えなどの問題もでてきます。ハード面について
は、実施の５・６年前には考えられるものを皆で共有しながら、１年に１回とい
わず、気楽に意見交換ができればと考えています。

委　員　長　　　今後の小学校、中学校の在り方も考えます。近年、私立に行く児童生徒が年々
　　　　　　　増えつつあります。大変残念に思うのですが、せめて中学校までは国富町で育ち、
　　　　　　　親子の絆を深め、ふるさと「国富」を知って欲しいと考えています。学力を維持し、小学校と連携の取れた中学校体制づくりをしています。将来的に小中一貫校になるならば、連携もスムーズに取れ、学力も維持できどこにも負けない体制づくりができるのではと考えます。

町　　　長　　　教育委員会の意見を尊重しておりますが、八代地区の小中一貫校は八代地区小
　　　　　　　学校の統廃合をした時から考えています。国富町合併前の町内３地域それぞれに
学校を残す、中学校を置くという考えに変わりはありません。ただ、児童生徒数
がこのまま減ってきた時にどう対応するかを考えます。義務教育は地元でという
お考えには同感です。
進行（米良）　　他にございませんか。無いようですので、以上を持ちまして第１回国富町総合
教育会議を終了いたします。
　　　　　　　（閉会午後４時００分）
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